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	応用
	抗原情報
	背景
	シナプトタグミン11(SYT11) ホモサピエンス この遺伝子はシナプトタグミン遺伝子ファミリーに属し、カルシウムセンサーとして知られ、シナプス伝達におけるカルシウム依存的な膜輸送制御を媒介する他のファミリーメンバーと同様のタンパク質をコードします。コードされているタンパク質は、ユビキチンE3リガーゼであるパー​​キンの基質でもあります。この遺伝子は以前はシナプトタグミンXIIと呼ばれていましたが、マウスおよびラットの公式命名法と一致するように、シナプトタグミンXIに改名されました。[RefSeq提供、2010年4月]、補因子：サブユニットあたり3個のカルシウムイオンを結合します。イオンはC2ドメインに結合している。,機能：Ca(2+)およびリン脂質がC2ドメインに結合することで、分泌小胞のCa(2+)依存性エキソサイトーシスに関与する可能性がある。あるいは、小胞輸送およびエキソサイトーシスの過程においてCa(2+)センサーとして機能する可能性がある。,PTM：ユビキチン化され、プロテアソーム複合体に標的化されて分解される。,類似性：シナプトタグミンファミリーに属する。,類似性：2つのC2ドメインを含む。,細胞内局在：黒質の神経細胞体および神経突起に認められる。散発性パーキンソン病患者の脳では、レビー小体の中心核に認められる。,サブユニット：ホモ二量体。ヘテロ二量体を形成することもできる（類似性による）。PARK2と相互作用する。,
	研究分野
	神経科学; 神経伝達; 分泌小胞
	画像データ
	

	SYT11抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはSYT11ペプチドでブロッキングされている。
	

	シナプトタグミンXIポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

